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１．はじめに 

住生活基本計画（全国計画・平成23～32年）に基

づき、「豊かな住生活の実現」の実現に向けた諸政

策が推進されているが、昨今の財政状況を踏まえる

と、効果的な住宅施策を重点的に実施することが不

可欠である。このため、平成26年度から3カ年の計画

で、世帯属性ごとの住生活の豊かさに対する満足度

（以下「住生活満足度」という。）の評価構造の解

明に取り組んでいる。平成26年度は、ウェブ調査に

より、基礎的なデータ収集及び分析を実施した。 

２．住生活資源項目の設定 

住生活満足度は、各世帯が保有する「住生活資源」

の量と質に規定されると仮定し、住生活満足度を規

定すると考えられる「住生活資源」項目を設定した。

関連文献の収集整理、有識者ヒアリングにより項目

を仮設定し、その上でウェブプレ調査を通じて、住

環境、住宅、コミュニティ、住宅改善容易性の観点

から計34項目を設定した。 

３．住生活満足度に影響する住生活資源項目の抽出 

ウェブ本調査により、住生活満足度の総合評価、

各住生活資源項目の重要度及び満足度について調査

した。世帯型（高齢者単身・夫婦、高齢者以外単身・

夫婦、子育て）別に、地域４類型（大都市圏中心部・

郊外部、地方圏中心部・郊外部）毎に分析可能なサ

ンプル数を確保しつつ全6,138サンプルを得た。 

地域別かつ世帯型別に、住生活満足度の総合評価

を目的変数、各住生活資源項目の満足度を説明変数

として重回帰分析を行い、各説明変数の標準偏回帰

係数に基づいて、住生活満足度の総合評価に影響を

及ぼす項目を抽出した。大都市圏・中心部及び地方

圏・郊外部の高齢単身世帯と子育て世帯について、

住生活満足度に影響を及ぼす住生活資源項目を抽出 

表 住生活満足度に影響を及ぼす住生活資源項目 

大都市圏・都心部 地方圏・郊外部  

高齢単身 

457サンプル 

子育て 

758サンプル 

高齢単身 

412サンプル 

子育て 

1,051サンプル 

住環境 ・ 交 通 事 故

の安全性 

（0.06） 

・治安の良さ 

 （0.16） 

・バス停まで

の距離 

 (0.12) 

・ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹ

ｯﾄの利便 

  (0.14) 

 

・ 交 通 事 故

の安全性 

（0.08） 

・治安の良さ 

 (0.06) 

・住環境を悪

くする施設

がない 

(0.11) 

・鉄道駅まで

の距離・利

便性 

（0.13） 

・ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹ

ｯﾄの利便 

(0.07) 

・銀行・郵便

局の利便 

（0.13） 

・治安の良さ 

 （0.06） 

・ 緑 や 自 然

の豊かさ 

 （0.06） 

・バス停まで

の距離 

 (0.07) 

・ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹ

ｯﾄの利便 

  (0.15) 

 

・ 緑 や 自 然

の豊かさ 

 （010） 

・車移動のし

やすさ 

(0.10) 

・ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹ

ｯﾄの利便 

  (0.16) 

 

住宅 ・気密性・断

熱性 

（0.14） 

・広さや間取

りの良さ 

（0.20） 

・耐震性 

（0.07） 

・広さや間取

りの良さ 

 （0.16） 

・家事のしや

すさ（0.15） 

・耐震性 

 （0.14） 

・気密性・断

熱性 

（0.11） 

・広さや間取

りの良さ 

 （0.23） 

・日当たりや

風通し 

（0.12） 

・遮音性 

 (0.12) 

・広さや間取

りの良さ 

  (0.21) 

ｺﾐｭﾆﾃｨ ・子の住まい

に近い 

 (0.13) 

・ 挨 拶 や 会

話をする人

がいる 

(0.20) 

・親の住まい

に近い 

 （0.11） 

・自治会がし

っかりして

いる 

 （0.19） 

・友人の住ま

いに近い 

 (0.08) 

・自治会がし

っかりして

いる  

（0.13） 

 

した結果を表に示す。住生活満足度の総合評価への

影響度が、居住地や世帯型によらず共通的に大きい

項目や、居住地や世帯型によって異なる項目を具体

的に明らかにすることができた。 

４．今後の予定 

得られたデータについて詳細な分析を行うととも

に、具体の地区を対象に調査分析を継続し、住生活

満足度の評価構造の解明に取り組む。 
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※ 括弧内は標準偏回帰係数で、各項目の相対的な影響度を示している。数字が大きい項目

ほど、住生活満足度の総合評価への相対的な影響度が大きい。 
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